
 

  

すてきなふるたプロジェクト 



 

 

 

１．“このまち”について 

（１）古田地区について 

・古田中学校区…広島市西区（山田・古田台・古田・高

須）の４小学校区からなる閑静な住宅街。 

・人口 27,014 人、世帯数 11,164 世帯（H30.3 末） 

・高齢化率 19.0％（市 24.6％）、年少人口率 15.3％（市

13.9％）（H30.3 末）…世代の均衡がとれた地区。〈図１〉 

・旧山陽道（西国街道）に面し、古江神楽や歴史ある寺

社が残り、武家茶道上田宗箇家元がある。特産品は古

江いちじくが有名。宅地化が進み、新興住宅も増加。 

 

2．プロジェクトが始まるまで 

（１）時代背景 

・人口減少社会…日本の人口が 2010 年ピーク以降、急

減の兆し。〈図２〉 

・人生 100 年時代…「ライフ・シフト」というマルチス

テージの生き方。人的ネットワーク（人とのつながり）

など無形の資産へ関心が高まる。社会参加と健康寿命。 

 

（２）古田公民館事業施策の柱に「多世代」 

・多世代が支えあうふるさとづくり…H23 に世代をつな

ぐ事業の展開を重点施策に据える。 

 

（３）「多世代寺子屋ネットワーク」の発足 

・公民館ワークショップ参加者で H24 に発足。「多世代」

をキーワードに地域の居場所づくり。〈図３・４〉 

・寺子屋メンバーが約 50のアクションプランを立案。 

いきいきプラチナ塾…シニア対象地域デビュー講座、

あはは演芸サロン…趣味の大道芸を学び地域デビュ

ーしたシニア団体が多世代で集う地域サロンを運営、 

古江いちじくプロジェクト…地域ブランドいちじく

を次世代へ継承するため小学校の総合学習を支援、 

など特色ある公民館事業が生まれた。 

 

（４）「このまちにくらしたいプロジェクト」の始動 

・広島市立古田中学校からＥＳＤ（持続可能な開発のた

めの教育）学習支援の要請を受け、公民館と多世代寺

子屋で中学生の地域ＥＳＤ活動の受け皿となる。 

・生徒を募集し、H25 年 9 月プロジェクト開始〈図５〉 

図２ 日本の人口減少をジェットコースターに例えて 

図３ 多世代寺子屋のミーティング風景（H24） 

図４ 多世代寺子屋の理念「CARE（編み直し）」 
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図１ 古田地区の世代別人口比率（H30.3 末） 



 

 

 

３．プロジェクトが紡ぐ物語 

（１）プロジェクトの目的 

中学生が住民とともに、人口減少などの社会課題と

向き合い、住みなれた地域で多様な世代が共生できる

持続可能な将来像を描き、そのために今、住民自身で

できる行動を起こすこと（住民自治）を目指す。 

また、その学習活動の成果を生かして、社会に主体

的に関わり行動する人材を育むための活動を行う。 

 

（２）実施主体 

広島市立古田中学校の生徒（校外活動として公募）

と、多世代共生のまちづくりをテーマに地域の居場所

づくりに取り組む住民グループ「多世代寺子屋ネット

ワーク」および地域住民等が連携し、古田公民館を拠

点に、世代を超えた地域づくりに取り組む。〈図６〉 

 

 

 

 

 

 

（３）活動テーマ 

『みんながしあわせにつかえる公園・あそび場づくり』 

現在の公園は、価値観や生活スタイルの多様化に伴

い、危険や騒音等に伴う様々な規制が利用者を減少さ

せている実態が見受けられる。公園のあり方を住民自

身で再考するきっかけをつくり、世代をつなぐ地域の

居場所として再生させることを目指す。〈図７〉 

＜経緯＞ 

・平成 25 年度…ワークショップで中学生発案による同

テーマを決定し、地域住民に発表。〈図８〉 

・平成 26・27 年度…調査・立案を経て、モデルプラン

「冒険あそび場（プレーパーク）」を試行。 

（平成 26 年度「環境省・持続可能な地域づくりを担う

人材育成事業」の助成を受け実施） 

・平成 28年度以降…モデルプランの地域定着化を図る。 

（平成 28・29 年度「広島県公民館連合会・公民館等活

性化モデル事業」の助成を受け実施） 

（平成 30 年度「広島県こども夢基金活動助成事業」の

助成を受け実施） 

  
－３－ 

図５ プロジェクト第 1回ワークショップ（H25.9） 

図７ 中学生が選んだ活動テーマ（H26.3） 

図８ 活動テーマを住民に発表する中学生（H26.3） 

図６ プロジェクトの構成 



 

 

 

（４）活動の概要 

・公園活用イベント「冒険あそび場ワンダふるたパーク」

の実施（古江西町公園）〈図９〉 

①冒険あそび場プレーパークゾーン（対象：子ども）

…ジップライン、竹ブランコ、巨大ハンモック、廃材

木工、焚き火ほか 

②大人もくつろげるカフェゾーン（対象：保護者、親

子連れなど）…コーヒー、ジュース、おやつ作り 

③にわか大道芸体験ゾーン（対象：多世代）…皿回し、

バルーン、紙芝居ほか 

・あそび場づくり企画ワークショップ（古田公民館ほか） 

・他地区のあそび場視察研修やネットワーク交流 など 

 

（５）活動実績と成果・課題 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

・イベント回数（H29～年 4回）を増やし、毎回延べ 100

人を超える参加者で、公園に賑わいが生まれた。〈図 10〉 

・利用者アンケートで、80％強の人が「公園のあり方を考

えるきっかけになった」と回答。満足度も高評価。 

・幅広い世代をつなぐ地域の居場所として、徐々に住民の

共感を集めている。 

・生徒たちの遊び場づくりに共感した住民が様々な形でサ

ポートしてくれるようになった。〈図 11〉 

・子どもたちそれぞれが「公園づくり」の担い手としての

意識が芽生えつつある。 

・地域団体等との連携が生まれ、認知度や信頼感が増す中、

地域からの支援が広がりつつある。 

＜課題＞ 

・持続可能な取り組みにするため、あそび場づくりの担い

手となる地域の協力者の発掘や育成の促進が急務。 

・活動資金が助成金に依存しないよう、公園での収益活動

やサポーター制度、地域団体等との連携など工夫が必要。 

・公園活用以外の活動テーマを探るとともに、プロジェク

トとしての自立を促す時期にきている。 

 

図９ ワンダふるたパークのレイアウト 

図 10 プロジェクト活動実績総括表 

図 11 中学生を応援する多世代にわたるサポーター 
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４．生まれた交流と連携 

（１）支援者（サポーター） 

・近所の工作指導者が遊びコーナーの企画協力を申し出。 

・公民館のシニア向け地域デビュー講座から発足したグ

ループが活動支援。〈図 12〉 

・郵便局や民間ギャラリーが活動写真展の場所提供。 

 

（２）地域団体 

・町内会から公園倉庫に活動用具を置かせてもらえるこ

とになり、準備の負担が軽減。 

・会員減少に悩む子ども会の行事と連携し、世代間交流

が生まれた。〈図 13〉 

・女性会の防災炊き出し訓練と連携し、子どもたちにお

やつ提供。老人クラブによるあそび場づくり支援。 

 

（３）ネットワーク 

・県内の冒険あそび場づくりの団体間ネットワーク「つ

くるあそび場ねっとひろしま」が発足、SNS で情報発信。

他地区の団体との情報交換や交流の場が生まれた。 

・H31 年 3月に公民館で多世代あそび場シンポジウムを開催。遊び場マップの作製も準備中。 

 

５．プロジェクトの展望と公民館の役割 

（１）プロジェクトの成果と展望 

・中学生の声から生まれた行動が、公園のあり方やその必要性を地域に問いかけるきっかけになった。 

・多世代の交流機会は、中学生に限らず、大人にとっても第三の居場所として、お互いの価値観を学びあ

える人間形成の場となっている。 

・地域団体との連帯が深まり、町内会からの助成など物心両面の支援が生まれている。 

・中学生の発案を公民館や地域住民のサポートにより具現化し多世代交流の促進につなげていったこと、

ＥＳＤ教育の一環として取り組んできたことなどが評価され、プロジェクト活動拠点の古田公民館が第

71 回（2018 年度）優良公民館最優秀館として文部科学大臣表彰された。〈図 14〉 

 

（２）これからの公民館の役割 

・公民館は単に施設に人を集めるという住民の舞台装置

にとどまらず、その学びを生かして地域のフィールド

（公園、学校、商店街など）で活躍する人材を輩出す

る控え室（インキュベーター）としての役割がある。 

・住民の自治力やまちの付加価値を高めるために営まれ

る住民活動のパートナーとして、そこに暮らす人たち

のまちを想う気持ちを引き出し育む役割がある。 

図 13 地域団体との連携が理解と信頼を育む 

図 12 公民館講座から発足した大道芸グループが協力 

図 14 古田公民館の全景 
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H30（２０１８）年度 

  

公園の調査、アンケートなどを実施し、計画した活用プランの体験会を開催。 

30 年後のまちの将来像を描き、そのために今から行動できるテーマを住民に発表。 

活動拠点の公園を決め、冒険あそび場を視察し、多世代が訪れるイベントを企画。 

遊びのアイデアや遊具作りのノウハウを蓄積し、遊び場づくりの基盤を整備。 

イベント開催頻度を増やし、活動をＰＲし、地域への定着と支援者の開拓を図る。 

中学生主体の運営強化や地域団体との連帯を深め、持続可能性を探る。 
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▼第 3回（7/23・広島市中央公園）冒険あそび場もとまち自遊ひろば見学実習① 

●プロジェクト参加者募集の広報フライヤー（生徒向け） ●プロジェクト活動写真展の広報フライヤー 

●ワンダふるたパーク（2018 年 8 月 19 日）の広報フライヤー＜左：表面、右：裏面＞ 
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平成 25 年(2013 年)12 月 20 日中国新聞 

平成 27 年(2015 年)3 月 7日 読売新聞 

「住宅団地活性化ハンドブック（事例集）」 

 平成 27 年広島市発行 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/

1428018987826/index.html 

－８－ 2019.7 

平成 30 年(2018 年)11 月 12 日 日本教育新聞 


